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 地方分権・地方創生が進展する中で，二元代表制の一翼を担う機関として，団体

意思の決定機能，執行機関の監視機能，政策の立案機能などを発揮し，多様な民意

を地方自治体の政策にいかすという地方議会の役割は，重要なものとなっています。 

こうした状況の中，京都市会においては，京都市会及び京都市会議員の役割や目

指すべき方向性を示した「京都市会基本条例」の施行，災害等の突発的な事案や緊

急性のある課題に対し，速やかな対応を可能とする「通年議会」の導入など，議会

機能の充実・強化を図ってきました。 

今年度は，４月の議員改選を経て新たな議会の枠組みの中で新市会をスタートさ

せる重要な年となります。また，議会棟の改修・移転も控え，例年以上に円滑な議

会運営に向けた事務局の役割が求められるところであります。 

そのうえで市民の皆様からの負託を受けた京都市会の活動をしっかりとサポー

トするとともに，「見える市会」「伝わる市会」の取組を更に推進させることにより，

市民生活の向上と京都市の発展に貢献できるよう，以下の基本方針に基づく取組を

推進してまいります。 

あわせて，京都市基本計画に加え，持続可能な魅力あふれる京都を実現するため

のレジリエンス戦略や，国内外の様々な課題解決に向けて設定されたＳＤＧｓに掲

げる目標など本市が策定した新たな総合的・横断的分野別計画についての理解を深

め，政策への広い視野をかん養するとともに，執行機関との連携も推進し，事務局

機能の強化を図ります。 

＜平成３１年度 市会事務局の運営の基本方針＞

京都市会が，京都市会基本条例に基づく取組を進め，二元代表制の

一翼として，市民の皆様からの負託に応えることができるよう，市会

事務局は，議員・会派からの信頼を得て，執行機関とも連携を図りな

がら事務局機能を確実に発揮してまいります。

Ⅰ 市会事務局の運営の基本方針
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＜市民と市会，市長（執行機関）の相関図＞ 
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【 ＳＤＧｓの１７の目標 】
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＜取組内容＞ 

 ○ 議員改選後の新体制に基づく議員・各会派及び執行機関との緊密な連携による

円滑な議会運営

 ○ 「通年議会」制度下における本会議・委員会等の円滑な議事運営 

 〇 京都市会基本条例に基づく「市会の権能強化」に向けた取組

 〇 活発な議論や審議の充実を担保しつつ，議会による職員の働き方改革に寄与す

る取組への積極的なサポート 

 ○ 正副議長公務の的確な遂行に向けた秘書機能の発揮

 ○ 議会独自の政策立案，政策提案に資する調査及び法制機能の発揮

 ○ 市会図書・情報室の調査（レファレンス）機能の発揮

 ○ 議会活動関連情報の収集・分析及び議員への積極的な情報発信

 ○ 国内外の先進事例調査のサポート

 〇 新庁舎整備に伴う議会棟移転の円滑な実施 

＜取組内容＞ 

 ○ 様々な情報発信ツールを効果的に活用した多角的な広報の展開 

  ・ 市会だよりの年７回の発行と改選年度における特集号の発行

 ・ 市会広報ポスターの地下鉄・市バスへの掲出

  ・ フェイスブックを活用した，よりタイムリーで幅広い情報発信

Ⅱ 平成３１年度 重点方針と取組内容 

 京都市会では，これまでの市会改革等を通じて，議会の活動が市民の皆様に分か

りやすく伝わるよう，様々な取組を推進してきました。 

 今後も，多様な広報媒体によるタイムリーで幅広い情報発信等に努め，市民の皆

様に「見える市会」「伝わる市会」の実現を目指します。

重点方針２ 「見える市会」「伝わる市会」の実現に向けた取組の推進 

京都市会が，市民の皆様の代表として，団体意思の決定機能，執行機関に対する

監視機能，議会独自の政策立案・政策提案機能等を最大限に発揮し，円滑な議会運

営及び活発な議会活動を行えるよう，事務局機能を十分に発揮し，的確なサポート

を行ってまいります。また，議会による働き方改革の取組に対しても，積極的にサ

ポートしてまいります。 

重点方針１ 円滑な議会運営及び活発な議会活動のための事務局機能の発揮 
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  ・ 議長記者会見による情報発信の強化

  ・ 市会ホームページにおける市民意見受付フォームによる意見募集

  ・ 誰もが利用しやすく，必要な情報を入手できる市会ホームページの運営

  ・ 新聞広告を活用した市会トピックニュースの発信

 ○ 政務活動費の適正な執行と更なる透明性の確保の支援

 ・ 政務活動費の適正な執行のサポート 

  ・ インターネットにおける領収書の全面公開 

 ○ 本会議録・委員会記録の早期公開

○ 本会議及び予算・決算特別委員会総括質疑のインターネット議会中継における

手話通訳の実施

〇 京都の次代を担う子どもたちや多くの市民の皆様に，市会や市政に関心を持っ

ていただくための取組の推進 

  ・ 子ども議場見学，親子ふれあい議場見学会など議場見学の充実 

  ・ 市会紹介ＤＶＤやリーフレットの活用 

  ・ 市会日程等周知ポスターデザインの市民公募の実施 

＜取組内容＞ 

 ○ 市会の権能強化のための更なる事務局機能の強化及び議会費予算の確保

 ○ 管理職会議，係長会議，職場会議等の定例実施による組織的な情報共有

 ○ 各担当業務の繁忙期を見据えた，事務局内相互の連携強化

 ○ 研修やＯＪＴ（職場内訓練）等を通じた事務局職員の専門性の向上及び業務

  ノウハウの組織的な継承

 ○ 公務員倫理，コンプライアンス及び情報セキュリティ対策の徹底及び実践に

  つながる職場研修の実施 

 ○ 職員の「働き方」への意識改革及び職務改善の推進

事務局の目標達成と課題解決に向けた，積極的な情報共有や意見交換により，各

所属の相互連携を図るなど，一体的な組織運営を行うとともに，業務の見直しや効

率性の追求により，「働き方改革」に取り組み，職員の「真のワーク・ライフ・バ

ランス」の実現にもつなげます。

重点方針３ 組織力の強化と働き方改革，職員の能力強化 
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【平成３１年度 議会費予算】                     （千円）

3１年度当初予算 30年度当初予算 
前 年 度 当 初

予算額との比較

人件費 １，５８９，０００ １，５９１，０００ △２，０００

議員報酬・期末手当 １，０８８，１５２ １，０８３，４８３ ４，６６９

議員共済費 １８３，９４０ １９０，４２０ △６，４８０

職員給与等 ３１６，９０８ ３１７，０９７ △１８９

物件費  ６９０，０００ ６０８，０００ ８２，０００

政務活動費 ４３４，１６０ ４３４，１６０ ０

他都市調査， 
本会議録・委員会記録作成等 ９３，５８３ ８８，８４７ ４，７３６

市民に向けた情報発信 

・市会だより作成・配布 

・会議録検索システム 

・インターネット動画配信 

・本会議テレビ中継 

・市会広報ポスター・チラシの作成等

７４，３７２ ７１，２６２ ３，１１０

新庁舎整備事業に伴う 
議会棟移転経費等 

８２，３３７ ０ ８２，３３７

京都市会史（資料編）編さん ０ ３，０００ △３，０００

その他議会運営経費 ０ ５，０６６ △５，０６６

市会図書・情報室運営費 ４，３９６ ４，３４３ ５３

その他事務経費 １，１５２ １，３２２ △１７０

計 ２，２７９，０００ ２，１９９，０００ ８０，０００

Ⅲ 平成３１年度 議会費予算の概要 

平成３１年度議会費当初予算の総額は2２億７,９00万円で，前年度比８,０00

万円の増となっています。 

  円滑な議会運営を図るための予算や「見える市会」「伝える市会」をより一層

推進するための予算を確保するとともに，新庁舎整備事業に伴う議会棟の移転経

費を計上しています。 


